

















































現場体験：平成 20年８月 22日（金）または８月 29日（金）
講師：草野 篤子 白梅学園短期大学教授，特定非営利
活動法人 日本世代間交流協会会長
金田 利子 白梅学園大学教授，特定非営利
活動法人 日本世代間交流協会副会長
多湖 光宗 （社福）自立共生会理事長，ウエルネス
医療クリニック院長
杉 啓以子 （社福）江東園事務局長
から「世代間交流コーディネーター養成講座受講
認定証」が授与された。
この「世代間交流コーディネーター養成講座」
は，世代と世代をつなぐ役割を果たすコーディネー
ターとしての役割を担う上で必要な資質や技能，
理論を身につけることをめざし，世代間交流コー
ディネーターの基礎力を養成するものである。
コーディネーターの基礎力の主なものとしては，
１．コーディネーターの位置づけを明確に理解
し，交流する両者が互いに心地よく関われ
る環境を間接的に用意する存在となる（調
整力）
２．交流する者（高齢者や子ども）の発達や変
化など，活動の目標・目的を何に置くのか
を明確にしたプログラム作成（プログラム
作成力）
３．優れたコミュニケーション能力（対人関係
力）
４．交流するものの発達特徴の理解（発達理解
力）
などが，あげられる。
現在，各地域・施設などを介して様々なスタイ
ルで世代間交流が実践されているが，そこには専
門的知識の下に，プログラムを考案し実践指導す
る責任者となるべき人材が登用されていない。各
現場では本来の専門職の傍ら，限られた時間の中
で交流を企画するものの，互いの都合の良い時間
に時たま引き合わせるにとどまっているケースも
少なくない。
そこで重要視されるのがコーディネーターの存
在である。
かつては日常的に見られていた近隣社会での異
世代間の交流が希薄になった現在，地域に残され
た子どもや高齢者はそれぞれの「同質集団」の中
で生活を営み，ますます他世代と関わる機会を無
くし，その関係は互いが見えない隔離社会を作り
出している。
こういった状況を打ち破り，地域で高齢者も子
どもも生涯発達を続けるために，意図的に仕掛け
を作り，隔離社会から共生社会を導く必要がある。
その仕掛けの一つが世代間交流であり，そこで大
きな役割を担う存在が世代間交流コーディネーター
なのである。
さらに，この講座の講師でもある多湖氏によれ
ば，次のような関係領域からの情報収集，情報交
換をすすめ，学際的学問と実践の場を作っていく
必要があるとされている。
・「医療」界でのリハビリテーションの面から
の，自立支援，発達支援，社会参加・生き
がいづくり，ヘルスプロモーションに関わ
るノウハウ
・「福祉」界でのノーマライゼーションの理念
からの，子どもから高齢者を含めた全ての
年齢の人々への統合ケア，共生ケアのノウ
ハウ
・「教育」界での生涯発達・総合学習面からも
注目され，教育的効果も期待される，世代
間交流プログラムのノウハウ
日本社会の急速にすすむ少子高齢社会において，
年金・医療・経済システムの破綻といったネガティ
ブな側面に着眼するだけではなく，子ども・青年・
中年・高齢者が，活発に社会活動に参加し，交流
を図ることのできる場を地域に根付かせ，相互互
恵性を生み出す環境を作っていく必要がある。
さらに，人と人との関係を再構築し，高齢者と
子どもだけの地域社会から，全ての世代が参画し，
現代社会が抱えている諸問題を解決する足がかり
を作ることは，現代社会のニーズである。このよ
うなニーズを解決する為にも，子ども・青年，中
年世代・高齢者を結びつける世代間交流コーディ
ネーターの存在がますます重要となってきている。
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